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あらまし 近年、情報通信技術の進歩により大量の映像資源を蓄積・利用することが可能になり、それら映像資源を

効果的・効率的に利用する技術が求められている。その中で重要性や利用価値の高さから、我々は多種多様なニュー

ス映像中から同一イベントを検索する技術に注目している。現在のニュース映像検索は一般にテキスト情報のみを利

用した手法が用いられているが、言語横断検索においては機械翻訳性能の問題や異なる視点・文化的背景などの制約

により、十分な検索は困難である。そこで本研究では、ニュース映像中の画像情報に注目し、同一映像区間を検出す

ることでテキスト情報による検索を補完し、より精度の高い同一イベントの言語横断検索を目指す。
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Abstract Recently, video resources are accumulated in large quantities by the progress of Information and Com-

munication Technology. Media processing technologies to use these video resources effectively and efficiently are

needed. We focus on identical event detection in various news programs. Currently, text information is generally

used for the retrieval of news video. However, cross-lingual retrieval is difficult due to the problem of machine

translation performance and different view-points and cultures. In this paper, we introduce a method which makes

use of image information for the task. We aim at complementing cross-lingual retrieval of idential news events by

text information referring to the existence of near-duplicate video segments.
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1. は じ め に

1. 1 背景と目的

近年、情報通信技術の進歩により映像資源を大量に蓄積して

利用することが可能になっている。それに伴い、それら大容量

の映像資源を効果的・効率的に利用するために要約・解析・検

索などの技術が求められている。なかでも、重要性や利用価値

が高いとされるニュース映像における様々な検索技術に対する

（注1）：現在、（株）デンソー

需要は高いと考えられる。そこで、我々は多種多様なニュース

映像中から同一イベントを検索する技術に注目する。

現在、ニュース映像を対象とした検索処理は一般に、新聞記

事検索 [9]などにおけるテキスト情報のみを用いた従来手法の

拡張により行われている。これらの手法は同一言語のニュース

映像間での検索においては比較的容易に実現することができ、

検索性能も高いものになっている。しかし、映像資源としては

国内のものだけでなく海外の放送映像も存在するため、それら

映像資源も再利用や検索などに有効利用することが望まれる。

そのような複数の国の放送映像からなる映像資源に対して従来



通りテキスト情報のみによる手法で検索する場合、機械翻訳の

性能における問題や高度な自然言語理解の必要性、国や放送局

による異なる視点・文化的背景があり、一般的に同一言語を対

象としたときより検索性能が低下する。また、全てのニュース

映像に必ずしも文字放送字幕テキスト（Closed Caption とも

呼ばれる）のような音声を書き下したテキストが付随している

わけではないので、音声認識によるテキスト情報を用いなけれ

ばならない場合もある。しかし、現在の音声認識の性能では正

しく音声を書き下すことが困難なため、十分なテキスト情報を

得ることができない。

そこで本研究では、テキスト情報を補完するための情報とし

てニュース映像中の画像情報を利用することにより、複数言語

間での同一ニュースイベント検索の性能を向上させることを目

標とする。多くのニュース映像では、長期間にわたってある特

定の話題を報道する際に、同一映像を象徴的に使いまわす傾向

がある。また、海外の話題においてはその国の放送局などから

映像の提供をうけることも多々あり、稀少な映像は放送局・国

を問わずに配信されて放映される。これらの性質を考慮すると、

異なるニュース映像間に同一映像が含まれる場合には、それら

の間には何らかの関連性があり、同一ニュースイベントを扱っ

ている可能性があると考えられる。

以上のことより我々は、複数言語のニュース映像間から同一

映像区間を検出することで、同一ニュースイベントの検出を試

みる。検証にあたっては、本実験ではストーリ単位でニュース

イベントの検出を行ない、画像情報により検出された同一イベ

ント対の正誤は実際の映像と文字放送字幕テキストの内容から

目視で行なう。また、画像情報による同一イベント検出の性能

を示すため、テキスト情報による複数言語のニュース映像間か

らの同一イベント検出結果との比較を行なう。このようにして、

画像情報による同一イベント検出の性能を確認するとともに、

テキスト情報による同一イベント検索を補完し、検索性能の向

上に利用できるかを検証する。

1. 2 用語の整理

本研究に関連する用語について整理をする。本研究において、

ニュース映像とは動画像と音声の集合体であり、存在する場合

には文字放送字幕テキストもこれに含む。また、本論文中にお

いて、映像の画像的構成は

• フレーム：動画像の最小構成単位である静止画像

• ショット：画像的に連続するフレーム群

とし、内容的構成は

• ストーリ：ニュース映像中で 1つのイベントを扱う単位

• イベント：ある日ある場所で起こった出来事

とする。

2. 関 連 研 究

テキスト情報を用いたニュース映像の検索・追跡に関連した

研究は、テレビニュース映像と新聞記事の対応付けによる双方

向検索 [1]や、文字放送字幕テキストを用いたトピック分割・追

跡・スレッド抽出手法 [2]など、多くなされている。しかし、そ

のほとんどは日本語のみからなるテキスト情報を対象にしたも

図 1 映像の構成

のであり、これらを応用して複数言語間を対象とした言語横断

型検索に適用する場合、機械翻訳・音声認識の性能に関する問

題や異なる視点・文化的背景などにより性能が低下してしまう。

そこで、本研究ではニュース映像中の動画像に注目し、画像

情報を用いてニュース映像の検索を行なうことでテキスト情報

による検索を補完することを提案する。その際、重要だと考え

られるのは同一映像の存在である。ニュース映像間で同一映像

が存在している場合、そのニュースイベント間には何らかの関

係があると考えられるので、本手法ではこの同一映像区間を使

用した同一イベント検出の手法を提案する。現在、特定の区間

映像に対し、同一映像を長時間映像群から探し出す映像検索手

法として時系列アクティブ探索法 [3]をはじめ、いくつかの手

法が存在する。しかし、ニュース映像間から任意の同一映像区

間を検出する技術はいまだ確立されていない。そこで本研究で

は、（長時間の）ニュース映像中における同一映像区間の高速

検出の手法として、我々がこれまで提案してきた主成分分析を

用いた特徴次元圧縮による同一区間映像の高速検出手法 [4]を

用いることにした。

3. 画像情報を用いた同一ニュースイベントの
検出

3. 1 手法の概要

図 2の手順に従い、画像情報を用いた同一ニュースイベント

検出を行なう。処理は大きく準備処理と主処理の 2つに分かれ

る。準備処理では、既存の手法によりストーリ分割を行なう。

一方、主処理では、まず、ニュース映像から照合領域を切り出

し、明るさに関する正規化を行なう。ここで照合領域とは、テ

ロップなどの影響を受けにくいように設定したフレーム中の特

定の領域である。次に、照合領域から特徴ベクトルを抽出し、

同一映像区間を検出する。この処理を単純に行なうと計算量

が爆発するが、4章で紹介する特徴次元圧縮を用いた検出手法

により高速に実現する。最後に、検出された同一映像区間をス

トーリへ対応付けることで、同一ニュースイベントを検出する。

以下の各節でそれぞれの処理について詳しく説明する。

3. 2 準 備 処 理

ニュース映像は複数のストーリにより構成されている。そこ

で、ニュース映像をストーリごとに分割し、同一ニュースイベ

ントを検出する単位とする。ニュース映像におけるストーリ分

割としては、キャスタショットを用いた手法や文字放送字幕テ

キストを用いた手法があるが、以下の実験では日本語ニュース

映像に関しては、テキストにおける文間のキーワードベクト

ルの類似性に基づく映像内構造化手法 [2]を用いる。一方、海



図 2 同一映像区間を手がかりとした同一ニュースイベント検出の処

理手順

外のニュース映像に対するストーリ分割は、米国 NIST主催の

TrecVid（注1）参加者共有データによる分割結果（注2）を用いる。

3. 3 主 処 理

3. 3. 1 照合領域の切り出し

ニュース映像には各番組で独自のテロップなどが挿入される

ことが多々あり、同じ素材映像が使用されているにもかかわら

ず番組間での類似度が低下する恐れがある。単純に類似度の閾

値を低くすることも考えられるが、それでは誤検出が増加して

しまう。そこで本研究では、比較的テロップ等が挿入されるこ

とが少ない各フレームの中心部分（図 3）のみを照合領域とし

て用いる。これは、大量のニュース映像から目視で判断した結

果である。

図 3 照合領域の切り出し

3. 3. 2 照合領域の正規化

ニュース映像の照合時の問題は映像の編集によるものだけで

なく、放送局による映像の明るさや色相の違いに関する問題も

ある。この影響により、同一素材映像であっても、画像として

同一とみなせないことがある。本研究では、照合時における特

徴量として RGB値を使用しているため、この変化により検出

漏れや誤検出が生じる可能性が高い。そこで、ニュース映像全

体に対し、ヒストグラム平坦化 [5]により明るさの正規化を行

なうことで、この問題に対処する。以下の実験では、RGB値を

YUV値に変換し、輝度値である Yに対して平坦化を行い、再

び RGB値に戻すことで正規化を行っている。この正規化によ

り得られた RGB値を新たな色特徴とし、以降の処理を行なう。

（注1）：http://www-nlpir.nist.gov/projects/trecvid/

（注2）：http://www.ee.columbia.edu/ln/dvmm/newHome.htm

3. 3. 3 同一映像区間の検出

本研究では、ニュース映像中から同一映像区間を検出する手

法として、特徴次元圧縮による長時間映像中における同一区間

映像の高速検出手法 [4] を用いる。この手法は、まず、映像照

合における計算の高速化のため、各区間映像の特徴ベクトルに

対して空間方向（フレーム内）と時間方向（複数フレーム間）

の 2段階の次元圧縮を施す。次に、次元圧縮により低次元化さ

れた特徴ベクトルを用いて、照合映像の組合せに漏れがないよ

う参照する映像の位置をずらしながら繰り返し照合することで

同一映像区間の候補を高速に検出する。そして、候補として得

られた映像区間に対し、次元圧縮する前の高次元の特徴ベクト

ルによる詳細照合により、同一映像区間を正確に検出する。

本研究では、正規化した RGB 値をひとつなぎにした āi

(i = 1, 2, . . . , I)を変数とした I 次元ベクトルを 1フレームの

画像の特徴ベクトルとして扱う。また、複数フレームによる照

合を行なう際には、各フレーム画像の特徴ベクトルを並べたも

のを照合時の特徴ベクトルとして扱う。

4. 特徴次元圧縮による高速検出手法の解説

前述のとおり、本研究ではニュース映像から同一映像区間を

検索するために、我々がこれまで提案してきた特徴次元圧縮に

よる高速検出手法 [4]を用いた。ここでは、この手法の処理手

順について簡単に説明する。

4. 1 準 備 処 理

長時間映像中の各区間の次元圧縮を行なうために、事前に多

くの映像サンプルを訓練データとして収集し、それらの画像か

らなるベクトルの主成分分析により、次元圧縮の基底となる固

有値ベクトルを生成する。次元圧縮は空間方向（フレーム内）

と時間方向（複数フレーム間）の 2段階で行なうので、固有ベ

クトルもそれぞれに対応した 2種類を生成する。

4. 2 フレームの抽出

入力された映像から全てのフレームを抽出し、それらを低解

像度化する。これは、映像中に含まれる細かな雑音の影響を軽

減すると同時に、入力映像が長時間映像となるため、後の処理

における計算量とメモリ領域の削減を目的としたものである。

本実験では、16 × 16画素を平均化して 1つの画素とし、解像

度を 352 × 240 pixelから 22 × 15 pixelに低下した。

次に、低解像化した各フレーム画像について、画素の RGB

値の平均が 0、ノルムが 1となるように正規化する。正規化に

おいて、全画素の RGB値をそれぞれ独立した値と考えて計算

する。画素数 I0 の画像の場合は I = I0 × 3として次式により

RGB値 āi(i = 1, 2, 3, . . . , I)の正規化値 ai を算出する。

ai =
āi − ā√∑I

i=1
(āi − ā)2

; (i = 1, 2, . . . , I); (ā =
1

I

I∑
i=i

āi)(1)

このように正規化された RGB値を各フレームの特徴ベクト

ルの要素とする。

4. 3 特徴次元圧縮

前述のとおり、この手法では空間方向と時間方向の 2段階で、



主成分分析による特徴ベクトルの次元圧縮を行なう（図 4）。各

段階において、各フレームの特徴ベクトルとして準備処理で作

成した固有ベクトルのうち、固有値の大きいものを上位M1, M2

個選んで特徴空間の基底とする。まず、第 1段階の圧縮は空間

方向の圧縮として、映像の各フレームの特徴ベクトルに対して

の次元圧縮を行なう。次に、第 2段階の圧縮は時間方向の圧縮

として、第 1段階の次元圧縮が施されたフレームを時系列に並

べ、照合する区間映像の時間（照合窓時間）分まとめた複数フ

レームの特徴ベクトルを 1つの特徴ベクトルとして次元圧縮を

行なう。なお、区間映像は事前に定めた時間長分のフレーム群

を 1フレームずつずらして切り出し、次元圧縮を繰り返す。

図 4 2 段階の特徴次元圧縮

4. 4 低次元繰り返し照合

前節の処理により生成された低次元の特徴ベクトルを用いて、

繰り返し照合を行なう。この処理により、入力長時間映像中の

同一映像区間の候補を絞込む。

まず、映像の先頭から照合窓時間分の区間映像を参照区間と

し、その他の全区間映像と照合する。この処理を参照区間をず

らしながら繰り返すことにより、全ての同一映像区間の候補を

検出する。ただし、本研究では同一ニュース映像中の同一映像

区間を検出する必要はないので、同一ニュース映像間の照合は

行なわないようにした。

また、照合の際に映像間の類似度を表す尺度として、正規化

相互相関（Normalized Cross Correlation; NCC）を用いるこ

とにした。NCCは式 2によって与えられ、−1から 1までの値

をとる。

NCC(a, b) =
1
n

∑n

i
(ai − ā)(bi − b̄)√

1
n

∑n

i
(ai − ā)2

√
1
n

∑n

i
(bi − b̄)2

(2)

ただし、a, b は画像を、ai, bi は画像を構成する n 個の画素の

輝度を、ā =
∑n

i
ai, b̄ =

∑n

i
bi を表している。全く同一の画

像同士では NCC = 1となるので、本研究では、相関値が極め

て 1に近い（0.9以上）場合を同一（near-duplicate）であると

した。

4. 5 詳 細 照 合

前節の低次元繰り返し照合により、同一映像区間の候補が検

出されたが、この中には誤検出も多く含まれている。そこで、

この絞り込んだ候補の対に対し、特徴ベクトルを特徴次元圧

縮を行なう前の高次元の特徴ベクトルに戻して照合を行なう。

ここでも類似度の尺度として NCCを使用し、閾値 0.9以上と

なった候補を同一映像区間の対として検出する。

4. 6 後 処 理

詳細照合により検出された映像区間はすべて照合窓時間分の

長さとなっているので、より正確な区間範囲を出力するための

調整処理を行なう。

5. 実験と考察

以上の手順に従って実験を行ない、その結果について考察

する。

5. 1 実 験 対 象

本実験で使用する入力ニュース映像として、2004 年 11 月

に実際に放送された日本と米国のニュース映像（日本は NHK

News7、米国は CNN NEWSNIGHT AARON BROWN）を

対象とした。なお、米国のニュース映像は TrecVid2005（注3）が

提供しているものを用い、文字放送字幕テキストは CNN の

Webページ（注4）にあるものを用いた。比較対象として、日本語

ニュース映像（News7の映像 30分）1本に対し、その前後 24

時間以内の英語ニュース映像（NewsNightの映像 60分）2本

を比較対象として 1つのグループとして扱う（図 5）。これは、

日米間の時差やニュース伝達の時間を考慮したためである。さ

らに、本実験で使用した日米全てのニュース映像には文字放送

字幕テキストが存在している。以下に記す実験では、このよう

なグループを 4つ用意し (表 1)、その結果について検証・考察

する。

図 5 実験に使用した映像グループにおける日米ニュース映像の放送

時間の関係

グループ名 News7 NewsNight(前日) NewsNight(当日)

グループ 1 9 日 19：00～ 8 日 22：00～ 9 日 22：00～

グループ 2 10 日 19：00～ 9 日 22：00～ 10 日 22：00～

グループ 3 11 日 19：00～ 10 日 22：00～ 11 日 22：00～

グループ 4 12 日 19：00～ 11 日 22：00～ 12 日 22：00～

表 1 各映像グループの日時

5. 2 実 験 手 順

本実験では、まず、画像情報を用いた同一イベント検出を行

なう評価実験により、画像情報を利用した際の検出性能を確認

する。次に、比較実験としてテキスト情報のみを用いた同一イ

ベント検出を行ない、評価実験により得られた結果と比較する

ことで、画像情報の利用におけるテキスト情報の補完効果を調

べる。なお、以下の実験では正解同一イベントの総数や検出結

（注3）：http://www-nlpir.nist.gov/projects/tv2005/tv2005.html

（注4）：http://transcripts.cnn.com/TRANSCRIPTS/asb.html



果の正誤に関して、対象となる全てのニュース映像とその文字

放送字幕テキストの内容から人手で判断を行なう。

5. 2. 1 評 価 実 験

評価実験は図 2に示した手順に従い、実験対象となるニュー

ス映像のストーリ分割を行い、照合領域の切り出しと輝度の正

規化をした各フレームから特徴ベクトルとなる各画像の RGB

値を抽出し、同一映像区間検出を行なう。本実験では映像長が

2秒以上の同一映像区間を検出対象とするので、照合する際の

映像窓の幅を 2秒とし、参照する映像の窓をシフトする幅を 2

秒とする。その結果、検出された映像区間を各ストーリごとに

まとめることで、同一映像区間が存在するストーリ対は同一イ

ベントを扱っているものとして検出する。ただし、実験対象で

ある日本のニュース映像にはその日の放送中に取り扱うニュー

スストーリを象徴する複数の短い映像をつなぎ合わせた 1分 30

秒程度のオープニング映像があり、この映像部に同一映像区間

が存在する場合は同一イベントとして検出されてしまう。同一

映像区間の検出としては正しいが、同一イベントの検出として

は過検出になってしまうので、本実験ではオープニング映像区

間を除去して実験した。

5. 2. 2 比 較 実 験

本実験では、比較実験としてテキスト情報のみを用いた同一

イベント検出を行なう。これは、画像情報を用いて得られる結

果がテキスト情報を用いて得られる結果に対し、どれくらいの

性能差があり、また、テキスト情報を補完するに値する情報で

あるかを検証するための実験である。テキスト情報として各映

像の文字放送字幕テキストを用い、以下に示す手順に従い、同

一イベントの検出処理を行なう。なお、英語のテキストに関し

ては、翻訳ソフトウェア「The 翻訳プロフェッショナル v10」

[東芝]により、全文を日本語に機械翻訳したものを用いる。

（ 1） 評価実験と同様 (3.2 参照) にしてストーリ分割を行

なう

（ 2） 日本語形態素解析システム JUMAN [6]により、各ス

トーリにおけるテキストからキーワードとなる文字列を抽出

• 抽出するキーワードは「名詞」、「未定義語」と判断され

た文字列

• 名詞：「人称名詞」や「形式名詞」は対象外, 前後の「接

頭辞」,「接尾辞」は結合, 名詞が連続して並んでいる場合はそ

れらを結合したものも 1つの名詞とする

• 未定義語：「地名」や「人名」を表した語のみを対象

（ 3） キーワード抽出後、全てのストーリ間で出現頻度ベク

トルの内積を算出

• 各ストーリにおいて、2回以上出現するキーワードのみ

を照合

• 内積がある閾値以上の場合に、同一ニュースイベントと

して検出

5. 3 実 験 結 果

5. 3. 1 評 価 実 験

図 2の実験手順により、画像情報を用いて同一イベント検出

を行ない、人手によってその正誤を判断した。同一映像区間を

検出した段階での各映像グループに対する検出区間数の結果

は表 2のようになった。ここで誤検出がいくつか存在している

が、これは照合領域においてそれぞれ海と空を表した映像のよ

うに、実際には内容が違うが画像的（特に色特徴的）には違い

のない映像同士を同一映像と誤認識してしまったためである。

また、検出漏れもいくつか存在している。これは実験に用いた

映像間の明るさの違いを輝度に関する平坦化だけでは吸収しき

れず、同一素材映像ではあるが色特徴的に異なると誤って判断

されたためである。

検出区間数 正解検出数 誤検出数 正解区間数

グループ 1 26 26 0 36

グループ 2 8 4 4 5

グループ 3 21 14 9 19

グループ 4 7 2 5 2

表 2 同一映像区間検出における検出区間数の結果

同一イベントを検出した段階での各映像グループに対する検

出イベント数の結果は表 3のようになった。表 2と比較すると

検出数が少ないが、これは 1 つのイベント中に複数の同一映

像区間が存在しているためである。また、それぞれのイベント

中に存在する同一映像区間数は均一ではなく、イベント毎に異

なる。

検出イベント数 正解検出数 誤検出数 正解イベント数

グループ 1 4 4 0 7

グループ 2 3 1 2 3

グループ 3 5 3 2 5

グループ 4 3 1 2 3

表 3 画像情報を用いた同一イベント検出の結果

5. 3. 2 比 較 実 験

次に、テキスト情報のみを用いて同一イベントを検出し、人

手による判断からその正誤を確認した。ただし、時差などによ

りニュースが進展し、内容に多少の誤差が含まれているストー

リ対では判断は困難であるため、本実験では同一イベントであ

るものとした。各映像グループに対する結果は表 4 のように

なった。

検出イベント数 正解検出数 誤検出数 正解イベント数

グループ 1 9 5 4 7

グループ 2 6 3 3 3

グループ 3 12 3 9 5

グループ 4 8 3 5 3

表 4 テキスト情報を用いた同一イベント検出の結果

5. 4 考 察

まず、同一映像区間の検出性能について考察する。本実験よ

り、同一映像区間の検出段階における適合率は 72%( 46
64

), 再現

率は 74%( 46
62

)となった。適合率・再現率ともに 70%以上の精

度を示したが、同一ニュースイベントを検索する際に検索漏れ

を最小限に抑えるためには若干低い値ではある。主な原因とし

ては、前節の実験結果で記したような誤認識による検出漏れ・



誤検出が考えられる。そこで、正解検出数・誤検出数ともに多

かった映像グループ 3に対して以下に示す予備実験を試みた。

まず、検出漏れを防ぐために閾値を緩くして正解映像区間をす

べて網羅できるように照合を行う。このままだと誤検出数が増

加してしまうので、詳細照合により得られた結果に対し、新た

な画像特徴としてコリログラム [8]を用いた照合により絞込み

を行う。実験の結果、正解検出数・誤検出数はそれぞれ 19, 4

となり、適合率は 83%( 19
23

), 再現率は 100%( 19
19

)となった。以

上より、照合における閾値の調整と新たな画像特徴を用いた絞

込みにより精度の高い検出を行えると考えられる。

次に、同一イベント検出において画像情報を利用することの

効果について考察する。本実験より、画像情報を用いた同一イ

ベント検出における適合率は 60%( 9
15

), 再現率は 50%( 9
18

) と

なり、テキスト情報を用いた検出では適合率 40%( 14
35

), 再現率

78%( 14
18

)となった。この数字だけ見ると、テキスト情報による

検出は適合率こそ低いが再現率は 80% 近くあり、それに比べ

て画像情報による検出は再現率が 50% と低く、テキスト情報

を補完しているようには見えない。しかし、画像情報により検

出された同一イベントの中にはテキスト情報では検出すること

ができなかった 4つの同一イベントが含まれており、両情報に

よる検出結果を併せて用いることで、再現率は 100%となった

(表 5)。このことより、画像情報を用いた同一イベント検出は、

単体ではあまり高い性能とはいえないが、テキスト情報では得

られないものを検出できるため、テキスト情報による検出を補

完する情報として有効であり、検索性能の向上に利用可能ので

あることが確認された。

適合率 再現率

OR 40% 100%

AND 100% 28%

表 5 画像情報・テキスト情報による検出結果を併せた適合率・再現率

図 6 画像情報による同一ニュースイベントの検出結果の例

6. む す び

本研究では、テキスト情報のみによる検出では十分な結果を

得ることが困難である言語横断型の同一ニュースイベント映像

検出において、画像情報として同一映像区間の存在を用いるこ

とで、テキスト情報による検出を補完し、検出性能の向上に利

用できることを示した。実験より、同一映像区間検出の際に若

干の未検出・誤検出が生じたり、テキスト情報による検出と比

較して再現率が低かったりしたため、画像情報のみを用いた同

一イベント検出という点では性能的にいくつか問題があった。

しかし、テキスト情報では検出できなかった同一イベントを画

像情報を用いることで検出することができ、また、テキスト情

報による検出結果と併せることで再現率が 100%となり、テキ

スト情報を補完する情報としての画像情報の有効性を確認する

ことができた。

今後の課題として、まず、同一映像区間検出の際に発生する

未検出・誤検出を削減するため、照合における閾値や新たな画

像特徴を用いた絞込みなどを検討し、再現率 100%を目指しつ

つ適合率も高くすることが挙げられる。また、同一イベント検

出における再現率 100%を実現するために画像情報とテキスト

情報を併せて用いる検出手法を提案し、重み付け等を検討する

ことで適合率も高くすることを考えている。そして最終的に、

世界各国の多種多様なニュース映像を含む、より大量のニュー

ス映像アーカイブに適用して評価をし、高性能な同一イベント

の言語横断検索を実現させる。
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